
金 丸会長、他、役員の皆様

大変、遅 くな りましたが、新年おめでとうございます。金元会長、他、皆様は、大変な

ご苦労様です、何時も深 く感謝 しています、M友会からのお知 らせは全国の皆 さんが大変、

楽 しみにしています、長年、世界に誇る素晴らしい石油会社で働いた歓びを実感する嬉しい便りとして、

今年もよろしくお願いします。お陰様で私も何 とか元気、懸命に頑張つています。昨年、

支配人か ら́白寿記念状 をもらい、年寄 りも、 また、少 し元気が出て きたようですσ

昨年、出光・昭和シエルが統合 して石油会社が、出光興産/UXTGHD/コ スモエネル

ギーHDの 3社だけになつたそ うですね、ガソリンスタン ドも半減 し、寂 しいです。

このように世界的な石油エネルギー情勢が激動の中、役員の皆様、本当にご苦労様です、

今
/4~も よろしくお願いします、  ・

さて先日、古いファイルを整理していたら懐か しいスタンバ ック時代の資料が出てきました、

大変懐かしいのでコピー してM友会送 りたくな りました。 ご参考までに見てください。

ご承知のようにエ シソ石油、モービル石油は東洋地域 (ォーストラリア、マレーシア、インド、フィリッピン

、台湾、中国、日本、韓国など)では、長年、共同でスタンダー ドバキューム石油会社を作 り、共同で

販売 していました、その 日本支社は横浜市中区山下町8番館、ニューグラン ドホテルのす ぐ

となり、また、横浜市民の憩いの広場、山下公園がす ぐ前 捗いてo分)、 さらに正面 ^杯に広がる

横浜港の青い海、昼の食事は中華街 維歩5扮 )、 まさに横浜の 1等地でした、

しかし昭和36年、1961年、また、もとのエ ッソ石油、モービル石油に戻 りました。

しか し、私たち管理技術部のOBた ち、長年一緒に働いた生涯の友は、その後 も懐か しい

スタンバ ック時代を忍びながら、毎年 「スタンバ ックOB会 Jを楽 しみま した、 15～20人、

しか しこのOB会 も平成21年 2009、 この年は、安政六年、横浜が、函館、長崎 と共に初め

て世界に門戸を開いてから、ちょうど150年、さらに平成天皇のご即位 20周年 と大変めで

たい年だつたので、ついに有終の美を飾 り最終会になりました。

最終会の場所は、明治の香リー杯の馬車道十番館、また、馬車道は、当時、横浜のハイカラさんたちがモダ

ンな服装をして当時、最もモダンな乗り物、馬車で華やかだった街 馬車道として今も名残を留めています。

これは懐か しい私たちOB会、最終会の写真 (一部)です、 見てください。
(ス タンバックを語る人も少なくなつたと思いますが、)

また、これは別件ですが、従来東京で行われていた国際女子マラソンが、この年から横浜で

行われるようになり、その出発点が、なんと、すぐ前の山下公園でした、 沢山の世界女子

マラソンランナーたちが旧スタンバック本社前を疾走するのを見ていると、あの頃の思い

が次々に込み上げて大変感動しました、これからも、この国際女子マラソンを見るたびに

旧スタンバックを色々思い出すだろうと思い、この写真も追加することにしました。

最後に、もう一つ葛飾北斎の代表作、「富嶽三十六景 神奈川沖 浪ノ裏」、これは安政

六年、横浜開港の頃、現在の横浜本牧沖と言われ身近かな親しみを感じ、これも追加したく

なりました。世界的に有名なこの作品、横浜本牧沖の風景、関連して見てください。

平成31年 1月 30日   吉満 肇
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懐かしい想い出を思い浮かべながら、語りながら、長年、楽しんできた我々のOB会も、つい

に今回が最終日になりました  1961年 、エッソ/モービルと泣き別れ したのが、つい免ヨ

のよう・な思いがしますカミ あれから、もケ半世紀、本当に早いものです。 その響です、我々は、

もう、みんな撤つて (?)、 後期高齢者、しみじみ大きな時の流れを感 じます。

しかし青春時代,一緒に無我夢中で頑張つてきた懐かしい生涯の友、以来、今日まで、変わらな

い温かい友情、それは決して臓裏から離れることはありません。 毎年、大変楽しみにしてきた

素晴しいOB会でした  終わつてからも、また、時には、2～ 3人だけでもコーヒーを飲みなが

ら語 りあいたい…と、言う声がきかれるように、心は何時までも残ります。

最終回の写真ができたので送ります、沼尻さん撮影の写真を編修したものです。最後の写真にな

りました、ゆつくり見てください。これを見ていると、色々の思いが次々に込み上げできます。

皆さんの青春時代の紅顔の美青年 (?)の笑顔が浮かんできます。それは、また、人生80年、

厳しかつた先の大平洋戦争時代、そうしてスタンバック、エッソ/モービル時代など、長年月の

厳しい試練、業務を無事、乗り越え遅しく生き抜いてこられた皆さんの、ご満足の実顔観

さらに、また、それは、これからの余生を存分に楽しみたい頼もしい集顔です。

11月 になつて、めつきり寒くなつてきました。せわしい師走の足音が、 もう、すぐそこに関こ

えてきました。もうしばらくすると地球が 1回転 し、年輪が 1つ増えて、また、新しい年がやつ

てきます。ご家族の皆さんと一緒に、魯元気でに楽しい二月をお通えくださしヽ  これからも、

ゆつたりした気持ちで、心身ともに健康を保ち、毎日を平安のうちに過ごされるよう願つており

ます。 長い間、本当に有難うございました。

平成 21年 11月 20日  吉満 肇

追諷 : (これは、全くの別件ですが、スタンパックに力■ わヽる楽しい話題で封

世界のスポーツフアンにとつて大変関心の高い『国際女子マラノンJは、従来、東京で行われ

ていましたが、その間の交通規髄が東京では、もう大変、困難になつたため、今年から横浜で

行われるようになり、つい先日、11月 15日 (日曜日)、 横浜での華々しい幕開けでした。

その国際女子マラソンのスター トが、なんと、我々の旧スタンパック本社のすぐ機の「マリン

タワー』からでした、大きな驚きでした、大書の目豫女子ランサーたちがウ書いスピー ドで、

胴スタンパック本社首●●け抜ける姿は圧春でした、mし まり≧ 特別の想いでテレビ観譲

し応援しました。優勝は、ロシアのアビトワ選手、日本では、嶋原選手が撻

「

して2位、3ri

は、ケニアのヌデレバ選手でした。(警察署でもらつた当日の交通規制の地図/力走する女子ラ

ンナー達の当日の写真を添付しました). 我々のOB会は終了しましたが、これからは、毎年

この国際女子マラソンの度に、懐かしいスタンパックを思い出す事になるでしよう。

スタンパックヘの想いは永遠です。
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面白い話題が次々に盛 り上がって時間

大変楽しい最終会でした。
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船ペリー艦隊、横浜来航。

今年は、安政六年、1859年、横浜が函館 。長崎と共に、我が国で始めて世界に門戸を

開いてから 150年になるので、それを祝 う色々のイベントが市内各地で行われ横浜は
大変に盛 り上がりました。横浜は日本で一番早く西洋文化に接 し、最も早く近代化 し
た街として知られていますが、さらに、日本で始めて写真館がオープンし、初めてア

イスクリームを売 り出したのも横浜だそうです。横浜の当時のハイカラさんたちが、
モダンな服装をして、当時、最もモダンな乗 り物だった馬車などで華やかだった街が

今も   として、その名残 りを留めています。ために近くの      は明治の

香 りが一杯、明治を偲ぶ懐かしいレス トランとして今も多くの横浜市民に親 しまれて
います。長年、この馬車道十番館で楽しんできた我々スタンバック管理技術部OB回
も、横浜開港 150年の目出度い今年、「有終の美」を飾ることになりました。

、モダンな乗り物「馬車」に乗つたりして華やいでいた
「ハイカラ」さんたち・・ 。「馬車道」

期

の

▲牲月２““一　̈
一

・一一・・一．．一一一一一
一・）̈
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当時のハイカラさんたち
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飛鳥Ⅱ ベイプリッジを潜つて横浜へ入港 ♪ 歓喜する沢山の横浜市民に見送られながら
ベイプリッジを潜つて世界1週クルージングヘ

飛 鳥 Ⅱ  50,■ 42ト ン 横 浜 ‐初 ジヽ 港   2006,2,22
以来、飛鳥Ⅱは横浜港を母港として、ここから飛鳥Ⅱの日本の国内各地、世界各地へのクルージング

観光が話題を呼ぶようになった。
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停泊中の世界最大の豪華客船

サファイア・プリンセス号 116,000トン

山下公園から見るMM21地区 山下公園 と 豪華客船 飛鳥Ⅱ

横 浜 市 民 の 楽 し い 憩 い の 広 場  山 下 公 園
ス社・本社 (横浜市中区山下町人番館)は、この公園のすぐ前にあつた (歩いて0分)
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昭和 5年～35年、北米航路で活躍じ太平洋の

女王と呼ばれていた豪華客船、いま山下公園

に係留された横浜市指定文化財

N



山下公園前のイチョウ並木
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羅かしいスタンバックの麦
管理技術部OB

岩崎里次

大柿勝美
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ご協力をお願いします
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タスンパック本社入リロ 1960

Standard Vacuum O■ ■

Companyの文字が懐かしい

横浜市中区山下町八番館

あ あ ど 1をZ″ OF/α″ ″

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
前
を

中
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に
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==三
黄色く彩られた銀番に包まれた山下公園前/旧スタンバック本社前を疾走する

国際女子マラソンランナー、懐かしいあの頃を思い、大きな感動だつた。2∞9.11.15

新舞台になつた横浜  国際女子マラソン

従来、東京で行われていた国際女子マラソンが、今年から横浜で行われるようになり、11月 15日 華々 しく目幕した

すぐ眸の「マリンター」の一部が上に見えていた ・・・ 朝日新聞から、

交通規制のお知らせ

tJttU継自百妻字■労ジ夫釜

11/15(日 )11:lXl116:lXli

マリンタワー

山下公■内フイニツシュ[42195口 l
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